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最
近
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
。

　
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
は
、
事
業
に
役
立
つ
知
見
を
導
出
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
量
的
に
は
、
典
型
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
把
握
・
蓄
積
・
運
用
・
分
析
で
き
る
能
力
を
超
え
た
サ
イ
ズ

の
デ
ー
タ
を
指
す
そ
う
で
あ
る
。我
が
家
に
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
あ
る
。

単
に
「
大
き
い
デ
ー
タ
」
の
こ
と
で
あ
る
が
…
。

　

18
歳
の
頃
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を
テ
レ
ビ
で
見
始
め
、
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
早
20
年
。
こ
つ
こ

つ
と
試
合
を
録
画
し
つ
づ
け
て
き
た
。

　

押
し
入
れ
に
積
ま
れ
た
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
山
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
山
、
Ｂ
Ｄ
の
山
。
こ
こ
に
も
時
代
の
流
れ
を
感

じ
る
。

　

あ
る
時
、
こ
の
貯
蔵
品
の
山
を
見
て
に
ん
ま
り
し
て
い
た
が
、
ふ
と
気
が
付
い
た
。
だ
れ
の
試
合

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
…
。

　

一
念
発
起
！

　

押
し
入
れ
の
奥
か
ら
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
引
き
出
し
、せ
っ
せ
と
Ｂ
Ｄ
化
を
開
始
し
た
。ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
は
毎
晩
働
き
っ
ぱ
な
し
（
実
時
間
が
か
か
る
Ｖ
Ｈ
Ｓ
は
し
ん
ど
い
作
業
で
あ
っ
た
）。
同
時
に
、

対
戦
リ
ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
と
り
か
か
る
。

　

膨
大
な
時
間
を
費
や
し
、
よ
う
や
く
整
理
が
完
了
し
た
。

　

そ
の
試
合
数
、１
３
０
０
試
合
以
上
。や
っ
と
我
が
家
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
選
手
名
で
検
索
も
で
き
る
。
は
じ
め
て
数
試
合
見
返
し
、
な
つ
か
し
さ
と
共
に
満
足
感
に
浸
っ

た
。
デ
ー
タ
は
整
理
し
て
こ
そ
意
味
の
あ
る
も
の
だ
と
改
め
て
痛
感
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
ネ
ッ
ト
の
記
事
。
Ｂ
Ｄ
は
特
に
デ
ー
タ
が
消
え
や
す
い
よ

う
だ
。
そ
れ
は
ま
ず
い
。
次
は
ど
う
デ
ー
タ
を
残
す
か
。
そ
れ
に
次
々
と
デ
ー
タ
は
増
え
続
け
て
い

る
。
次
は
、
管
理
の
問
題
で
あ
る
。

　

仕
事
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
我
が
家
で
も
起
き
始
め
て
い
る
。仕
事
同
様
、我
が
家
の
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

表紙の言葉
「第38回全国海の子絵画展」
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	 ２	 ようそろ
	 ３	 なぎさ信用漁業協同組合連合会	設立
	 	 但馬地区ズワイガニ漁終了
	 	 淡路地区漁青連と洲本市農業青年会	事業検討会
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	 	 ５月９日は「救命の日」

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

我
が
家
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ兵

庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会 

主
査　

大 

西　

正 

也

　第38回全国海の子絵画展」では、兵庫から４作品が入
選しました。表紙の絵は、水産庁長官賞を受賞した𠮷澤
知輝さんの「深海魚」。
　近年、テレビではダイオウオイカや東京湾・駿河湾の深
海魚の特集といった番組を目にすることがあります。まだ
まだ未知の世界であり、映像に映るのは驚くような形の生
き物たちばかりで、つい見入ってしまいます。
　「光の届かない冷たい海のなかはどうなっているのだろ
う…」
　そんな好奇心を呼び起こしてくれるような絵でした。
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３
月
18
日
（
金
）、
洲
本
市

に
お
い
て
「
第
１
回
淡
路
漁
青

連
と
洲
本
市
農
業
青
年
会 

事

業
検
討
会
」
が
行
わ
れ
、
両
団

体
の
会
員
、
行
政
担
当
者
ら
約

20
名
が
、
共
同
で
開
催
す
る
事

業
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議

は
、
淡
路
地

区
漁
協
青
壮

年
部
連
合

会 

山
崎 

大

輔
会
長
（
Ｊ

Ｆ
淡
路
島
岩

屋
）
と
洲
本

市
農
業
青
年

会
議 

土
屋 

淳
会
長
が
別
の
会
議
で
同
席
し
た

際
、「
い
っ
し
ょ
に
淡
路
島
の
農
林
水
産
業
を

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
意
気
投
合
し
、
共
同
で
出

来
る
具
体
的
な
活
動
を
考
え
る
場
と
し
て
設
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
山
崎
会
長
は
「
前
回
に
引
き
続
き
、
熱
の
冷

め
な
い
う
ち
に
様
々
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
形

に
で
き
た
ら
」
と
挨
拶
し
、
土
屋
会
長
は
「
折

角
得
た
機
会
な
の
で
実
現
さ
せ
た
い
」
と
意
欲

を
み
せ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
会
員
が
共
感
で
き
る
も
の
で
持

続
性
の
あ
る
も
の
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
、活
発
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
夏
に
食
育
を
テ
ー
マ
に
淡
路

島
内
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
４
月
に
は

具
体
的
な
案
の
策
定
に
入
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

閉
会
し
ま
し
た
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

　
兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁

連
：
山
田 

峰
人
会
長
）
と
和
歌
山
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
和
歌
山
信
漁
連
：
榎
本 

秀
春
会
長
）
は

４
月
６
日
（
水
）、
大
阪
市
内
で
合
併
に
向
け
た
仮
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。
実
現
す
れ
ば
、
県
域
を
超
え
た
信
漁

連
間
の
合
併
と
し
て
全
国
初
の
事
例
と
な
り
ま
す
。

　
合
併
後
の
名
称
は
、
両
信
漁
連
職
員
の
中
か
ら
出
さ
れ

た
“
な
ぎ
さ
”
を
採
用
し
、「
な
ぎ
さ
信
用
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
な
ぎ
さ
）」
と
な
る
予

定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 
（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

※ 

詳
し
く
は
来
月
発
行
の
拓
水
５
月
号
（
№
７
１
５
）
で

掲
載
し
ま
す
。

　
昨
年
11
月
６

日
に
解
禁
さ
れ

た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

漁
は
、
３
月
20

日
（
日
）
で
漁

期
を
終
え
、
最

終
セ
リ
が
21
日

（
月
）、
柴
山
漁

港
と
浜
坂
漁
港

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
漁
期
の
総

漁
獲
量
は
９
９

９
ト
ン
（
前
年

比
８
４・４
％
）

で
前
年
度
漁
獲
量
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ス

ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）・
メ
ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）・
ミ

ズ
ガ
ニ
（
若
松
葉
ガ
ニ
）
の
漁
獲
量
は
そ
れ
ぞ
れ

４
８
２
ト
ン
（
前
年
比
８
３・４
％
）・
３
８
３
ト

ン
（
前
年
比
８
４・９
％
）・
１
３
５
ト
ン
（
前
年
比

８
６・２
％
）
で
し
た
。

　
漁
獲
金
額
は
、
特
に
オ
ス
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
の

単
価
が
大
き
く
伸
び
、
漁
獲
金
額
が
約
30
億
９
千
万

（
前
年
比
１
１
２・６
％
）、
キ
ロ
単
価
６
、４
０
７

円
（
前
年
比
１
３
５
％
）
と
な
り
、
メ
ス
ガ
ニ
（
セ

コ
ガ
ニ
）・
ミ
ズ
ガ
ニ
（
若
松
葉
ガ
ニ
）
を
含
め
た

総
漁
獲
金
額
に
つ
い
て
は
約
42
億
５
千
万
（
前
年
比

１
１
０・３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
但
馬
地
区
の
沖
合
底
び
き
網
漁
は
、
ハ
タ

ハ
タ
、
エ
テ
ガ
レ
イ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
な
ど
の
水
揚
げ

が
５
月
末
日
ま
で
続
き
ま
す
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

（
写
真
提
供
：
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
）

但
馬
地
区

　

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
終
了

兵庫・和歌山の信漁連が合併へ！

　なぎさ信用漁業協同組合連合会 設立へ

淡路地区漁青連と洲本市農業青年会が
 事業検討会を開催
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

全員で合唱し盛り上がりました

　
（
公
財
）
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
（
略
称
Ｈ
Ｉ
Ａ
・

齋
藤 

富
雄
理
事
長
）
が
主
催
す
る
「
交
流
の
集
い

２
０
１
６
」
が
、
３
月
６
日
（
日
）、
神
戸
市
内
で
開
催

さ
れ
、
関
西
領
事
団
を
は
じ
め
県
内
で
活
躍
す
る
外
国
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
二
国
間
団
体
、
Ｈ
Ｉ
Ａ
友
の
会
会
員

な
ど
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
、
Ｈ
Ｉ

Ａ
が
本
年
度
行
事
の
締
め
く
く
り
と
、
翌
年
へ
第
一
歩
を

踏
み
出
す
出
発
点
と
し
て
、
毎
年
、
こ
の
時
期
に
開
催
し

て
い
る
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
今
回
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
、
水
産
振
興
基
金
か
ら
も
出
席
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
演
奏
の
後
、
司
会
の
西
條 

遊
児
氏
が
開
宴
を
告
げ
、

主
催
者
（
友
の
会
会
長
）
及
び
来
賓
挨
拶
、
タ
イ
王
国
総

領
事
に
よ
る
乾
杯
が
あ
り
ま
し
た
。
他
に
お
楽
し
み
抽
選

会
や
、
移
情
閣
コ
ー
ラ
ス
が
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
な
ど
を
披

露
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
さ
く
ら 

さ
く
ら
」
を

合
唱
し
、
齋
藤
理
事
長
の
挨
拶
で
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
賓
で
登
壇
さ
れ
た
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
、

東
京
で
約
１
、７
８
０
万
人
、
大
阪
９
３
３
万
人
、
京
都
４
８
１
万
人
に
比
べ
、

神
戸
は
１
１
５
万
人
。
大
変
残
念
な
結
果
だ
っ
た
。
こ
の
差
は
何
な
の
か
？
新

神
戸
駅
に
降
り
立
っ
た
外
国
の
方
々
に
速
や
か
に
、
兵
庫
の
魅
力
を
伝
え
、
ス

ム
ー
ズ
に
案
内
で
き
る
人
材
の
育

成
や
、
受
け
入
れ
体
制
な
ど
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
。
皆
さ
ん
の
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
、
観
光
都
市
神
戸
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連
と
当
基
金
は
、
お
楽
し

み
抽
選
会
の
景
品
に「
兵
庫
の
り
」

を
全
員
に
提
供
し
、
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
ノ
リ
の
袋
に
「
兵
庫
の

り
を
買
い
ま
賞
」
と
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
て
い
た
の
は
齋
藤
理
事
長
の

感
謝
の
演
出
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

県国際交流協会「交流のつどい2016」
　関西領事団や友の会会員が神戸市に集まる

　
Ｊ
Ｆ
福
良
（
前
田 

若
男
組
合

長
）
は
、
２
月
28
日
（
日
）、
同

Ｊ
Ｆ
主
催
“
う
ず
し
お
朝
市
”
に

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
養
殖
試
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ク
ラ
マ
ス

に
『
淡
路
島
サ
ー
モ
ン
』
と
名
付

け
て
、振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
マ
ス
は
『
渓
流
の
女

王
』
と
称
さ
れ
る
ヤ
マ
メ
が
海

に
下
っ
た
（
降
海
型
）
呼
び
名

で
、
淡
路
島
で
は
馴
染
み
の
薄
い

魚
で
す
が
、
日
本
海
側
で
は
、
富

山
県
名
産
『
鱒
ず
し
』
に
使
わ
れ

る
な
ど
高
級
食
材
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
Ｊ
Ｆ
は
、
昨
年
11
月
末
に

体
長
15
㎝
、
重
さ
３
０
０
ｇ
程
度
の
幼
魚

３
、０
０
０
匹
を
海
上
い
け
す
に
導
入
し

た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
大
き
い
も

の
は
体
長
30
㎝
、
重
さ
１
㎏
以
上
に
育
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
天
然
サ
ク
ラ

マ
ス
に
は
寄
生
虫
が
い
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
一
度
冷
凍
し
た
も
の
が
生
食
用
と
し

て
流
通
し
て
い
ま
す
が
、
養
殖
の
も
の
に

は
寄
生
虫
が
い
る
可
能
性
は
極
め
て
低

く
、
冷
凍
せ
ず
と
も
刺
身
と
し
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
振
る
舞
い
当
日
は
２
０
０
食
が
準
備
さ

れ
、
刺
身
と
炙
り
が
セ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
事
前
に
新
聞
の
折
り
込
み
で
宣

伝
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
振
る

舞
い
前
に
は
多
く
の
人
が
行
列
を
な
し
、

準
備
さ
れ
た
２
０
０
食
は
瞬
く
間
に
な
く

な
り
ま
し
た
。
気
に
な
る
味
で
す
が
、
刺

身
は
脂
が
の
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
と

て
も
あ
っ
さ
り
し
て
お
り
、
さ
わ
や
か
な

旨
み
が
口
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
刺
身
を
炙
り
に
す
る
こ
と
で

食
感
が
変
わ
り
、
焼
く
こ
と
で
旨
み
が
凝

縮
さ
れ
、
ま
た
違
っ
た
お
い
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ｆ
は
『
淡
路
島
3
年
と
ら
ふ
ぐ
』

に
次
ぐ
、
桜
が
咲
く
時
期
の
名
産
品
と
し

て
『
淡
路
島
サ
ー
モ
ン
』
の
知
名
度
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
文
： 

兵
庫
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務

所
水
産
課
）

「
淡
路
島
サ
ー
モ
ン
」
お
披
露
目
！
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兵庫県農政環境部農林水産局水産課

兵庫県第７次栽培漁業基本計画の策定について

　本県では、攻めの農林水産業の展開へ向けて「ひょうご農林水産ビジョン2025（Ｈ28～Ｈ37）」を３月
に策定・公表しました。水産業・漁村のめざす姿の実現に向けた基本方向を「豊かな海の再生と水産業・
浜の活性化」とし、施策展開の重要な１つとして栽培漁業の推進を掲げています。その栽培漁業が水産資
源の維持増大に大きな役割を果たすため、７年間（Ｈ28～Ｈ34）の基本計画「兵庫県第７次栽培漁業基本
計画」を策定しました。各漁協には既に送付しているところであり、その概要を紹介します。

１　まえがき
　栽培漁業は卵から幼稚仔までの減耗の激しい時期を人の管理下に置いて生産・育成し、放流すること
によって積極的に資源を増大させ、漁獲の増加を図る施策です。本県においても1960年代後半から開始
され、現在では漁業の振興に大きな役割を果たしています。
　近年の栽培漁業に関する社会的な動きでは「瀬戸内海環境保全特別措置法の一部を改正する法律」が
昨年10月に公布・施行され、「瀬戸内海を豊かな海とする」ことが基本理念に定められました。具体の
施策として「水産動物の種苗の放流に努めること」が盛り込まれ、本県もこれまで以上に、県産水産物
の安定供給に資するため、栽培漁業の一層の推進に努めます。

２　基本的な指針及び指標について
　主に、①本県の栽培漁業に関する役割分担（魚類：県、甲殻類：協会、貝類：共同）、②広域種（県
域を越えて回遊するサワラなど）の取扱い、③栽培漁業技術の養殖用種苗生産への活用（主にアサリ）、
④経費負担（皆様にもご協力いただいた種苗の有償化）、⑤漁場整備事業や資源管理と連携した資源造
成型栽培漁業の推進などについて記載しています。

３　対象種と放流数量について
　放流対象種は、漁獲実態、技術開発の進捗状況、資源評価及び資源管理の取組などを考慮して以下の
18魚種を選定しました。このうち、マダイ、ヒラメなど12魚種（下線付き）について計画的に種苗生産
と放流を行うこととして、７年後の目標値を設定しました。

〈瀬戸内海区〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈但馬海区〉
　広域種：サワラ、トラフグ　　　　　　　　　　　　　広域種：ヒラメ
　魚　類：マダイ、ヒラメ、マコガレイ、オニオコゼ、　 魚　類：マダイ、ヒラメ、オニオコゼ、
　　　　　カサゴ※、キジハタ※、メバル類　　　　　　　　　　   カサゴ※、キジハタ※

　甲殻類：クルマエビ類、ガザミ　　　　　　　　　　　甲殻類：ズワイガニ
　貝　類：アワビ類、サザエ、アサリ※、ウチムラサキ　 貝　類：アワビ類、サザエ
　その他：アカウニ※、ナマコ　　　　　　　　　　　　　　※：７次計画で新たに目標値を設定

４　技術開発やその他必要事項について
　キジハタ、カサゴ、アサリなど種苗生産ニーズの強い新規魚種の安定生産はもちろんのこと、既存魚
種の生産コストの低減、疾病防除に関する技術開発を推進するとともに、効果的な栽培漁業の推進に向
けて中間育成・放流マニュアルを作成します。

　近年はオニオコゼなどで漁獲量の増加に関する情報が寄せられるなど、栽培漁業の効果を肌で感じてい
ただける魚種も増えているようです。瀬戸内海、日本海とも、豊かな海域環境のもと将来にわたって持続
的に利用できる水産資源の増大を目指し、これからも栽培漁業に関わる全ての機関と連携して栽培漁業を
力強く継続していきます。

オニオコゼ種苗（約15㎜） ガザミ種苗（Ｃ１） アサリ種苗
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
県内の４作品が入賞！

　昨年10月に決定した「ひょうご海の子絵画」受賞作品（拓水№712号：Ｈ28．２月号参照）のうち、特に優秀であった 
10名の作品がＪＦ全漁連主催「第38回全国海の子絵画展」に出品され、審査の結果、加古川市立氷丘南小学校５年 
𠮷澤 知輝さんが「水産庁長官賞」を、神戸市立唐櫃小学校３年 松岡 結斗さんと神戸市立西山小学校６年 山田 茉瑚
さんが「教育美術振興会理事長賞」、学校法人瀧川学園滝川第二中学校１年 伊原 碧さんが「農林中央金庫理事長賞」
を見事に受賞しました。
　今回の絵画展は、全国約22,000点の応募の中から、各県で選ばれた128点が全国展に出展され審査が行われました。
表彰式は東京・コープビルで３月28日（月）に開催され、特別賞入賞者28人の一人ひとりに賞状が手渡されました。
 （文：ＪＦ兵庫信漁連）

全国海の子絵画展第38回

「すいすい泳ぐ魚たち」
教育美術振興会理事長賞

神戸市立唐櫃小学校３年 松岡 結斗さん

「深海魚」
水産庁長官賞

加古川市立氷丘南小学校５年 𠮷澤 知輝さん

「たこつぼ漁」
農林中央金庫理事長賞

学校法人瀧川学園滝川第二中学校１年 伊原 碧さん

「明石海峡を行く漁船」
教育美術振興会理事長賞

神戸市立西山小学校６年 山田 茉瑚さん
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